
災害ボランティアセンターの
運営を疑似体験
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　北小学校で、人権擁護委員の皆さんによる
人権教室が行われ、人権創作劇「だいじょう
ぶ　だいじょうぶ」を児童全員で鑑賞しまし
た。主人公が、祖父や周りの人との関わりを
通して、互いを助け合うことの大切さや人を
思いやる気持ち、自分だけではなく誰もが幸
せになれることについて考えました。
　鑑賞後には児童代表が「周りの人にたくさ
ん支えられているので、助けてもらったら感
謝したいです」「お年寄りや困っている人だ
けではなく、いろんな人に優しくしたいで
す」と劇の感想を発表しました。

　大規模災害が発生した際に寄せられる支援
要請に対し、災害ボランティアを割り振る作
業を疑似体験する「マッチングシミュレー
ションゲーム」が行われ、社会福祉協議会と
ボランティア連絡協議会、大垣青年会議所、
町職員など、約50名が参加しました。
　講師は、世界中で発生した災害で支援活動
を行う（一社）ピースボート災害支援セン
ターの職員が行い、4時間という長時間の研修
にもかかわらず、参加者は最後まで集中して
研修に向き合っていました。

　「第25回　西濃地区老人クラブ軽スポーツ
大会」が浅中公園（大垣市）で開催され、神
戸町から「ごうどバラクラブ」の皆さんが出
場されました。「ごうどバラクラブ」の皆さ
んは、クロッケーゴルフ競技で準優勝を収め
られ、代表の方々が結果報告のため役場を訪
問されました。
　チームキャプテンの髙橋勝次さんは「一生
懸命プレーし、練習の成果を発揮することが
出来ましたが、惜しくも３年連続優勝を逃し
てしまいました。来年は１位奪還を目指して
頑張ります」と話してくれました。

　下宮小学校で（一社）中部地域づくり協会　
地域づくり技術研究所による防災講座が開催
され、5・6年生の児童が参加しました。
　ハザードマップで、自分の住んでいる地域
の洪水や浸水被害の想定について確認した後、
ペットボトルを使った防災科学実験を行い、
避難の方法や事前の備えについて学びました。
　参加した児童は「水害が起こるかもしれな
い、ということを改めて実感しました。対策
について、家族と一緒に確認しようと思いま
す」と話していました。
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人権について考えよう　
人権教室

1121
TUE

水害から大切な命を守ろう！
防災講座

1120
MON

※災害ボランティアセンターの主体的な運営は、
　社会福祉協議会が行っています
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　ばらの里にて保健センター主催の「健康プチイ
ベント」が開催されました。
　町食生活改善協議会協力のもと、減塩食のライ
ブキッチンや試食、健口体操が行われた後、地域包
括支援センターによるフレイル簡易チェックや認知
症危険度チェックなどが行われ、来館した多くの方
が参加していました。
　また、ばらの里内の喫茶店で減塩食が味わえた
り、健康歩道が設置されたりと、心身ともに健康
で生活するための企画が盛りだくさんのイベント
となりました。

健康プチイベント開催
12 4
MON

　安八郡消防協会による「安八郡消防連合演
習」が、ごうど中央スポーツ公園において実施
され、郡内３町の消防団や神戸町女性防火クラ
ブ員、大垣消防組合北部消防署員など約280名
が参加しました。
　美濃地方を震源地とする大規模な地震が発生
したと想定し、倒壊家屋や事故車両からの救助
や災害救助犬による生き埋め者の捜索など、よ
り実践に近い形の訓練により、災害時の広域的
な応援や相互の連携を確認しました。また、消
防車両14台が出動し、延焼火災を想定した消火
訓練も行われました。

大規模災害に備え、
連携を確認

1126
SUN

赤十字奉仕団講習会を
４年ぶりに開催

1130
THU

　赤十字奉仕団主催の講習会が開催され、48名
が参加しました。
　講演会では、日本赤十字社岐阜県支部の事業推
進課長　清水剛さんを講師に迎え、『災害時に備
えて』をテーマに、奉仕団の現状と防災について
講演していただきました。自宅寝室の見取り図か
ら家具や窓の危険性を具体的に考え、“平時こそ
災害時に備えておくことの大切さ”を改めて学び、
今後災害時に備えて行動するきっかけになりまし
た。

　岐阜県電波適正利用推進員協議会が主催する
「ラジオ作り教室」が町立図書館で開催され、
町内の小学生12名とその保護者が参加しました。
　電波についてビデオを交えて学んだ後、ＡＭ
／FMラジオの製作を開始。推進員の指導のもと、
はんだ付け等を行いながら作業を進め、完成後
視聴テストをすると放送が流れ始めました。
　参加者は「はんだを使ったことがないのでど
きどきした。自分で作ったラジオで放送が聞け
て嬉しいです」と話してくれました。

ちゃんと聞こえた！
ラジオ作り教室

12 3
SUN
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　認知症になっても誰もが安心して暮らしやすい
まちづくりを目指し、認知症の理解を深める啓発
活動を行う認知症ウォークを開催しました。認知
症サポーターや認知症の人と家族の会、男性介護
ネットひだまり、介護施設の方等と一緒に、役場
からトミダヤ神戸店、バロー神戸店、V・drug神
戸店、クスリのアオキ神戸店を順番に歩き、来店
客に認知症についてのチラシを配布しました。
　参加者は「たくさんの方に認知症について知っ
ていただける良い機会となった。参加して良かっ
た」と話されました。

認知症ウォーク開催
12 9
SAT

学校で本物の美術作品を鑑賞
12 7
THU

みんなで楽しく サッカー体験
1213
WED

　下宮小学校で、県現代陶芸美術館職員による授
業「学校美術館～MoMCAが学校にやってきた！
~」が行われました。
　西濃地域としては初開催となるこの授業では、
3つの本物の美術作品を間近で鑑賞しながら、感
じたことを伝えあい、作品がどのように作られて
いるのかを学ぶことができる貴重な機会となりま
した。
　参加した児童は「粘土を使って作品ができてい
るのが不思議だった」「どの作品も面白くて、今
度は美術館に行ってみたい」と話していました。

　北幼児園でFC岐阜スクールコーチによる巡回
サッカー教室「おじゃましマッスル」が行われま
した。
　ボールを投げたり、コーンを目指してボールを
蹴ったりするなど遊びながらボールに慣れること
からスタートした教室。園児たちはドリブルや
シュートの練習をした後、4つのチームに分かれて
ミニゲームを行い、元気いっぱいにボールを追い
かけてキックしたり、協力してゴールを決めたり
していました。また、2つのチームが試合をしてい
る時はお友達に声援を送り、みんなでサッカーを
楽しみました。

お正月の準備　しめ縄作り
1218
MON

　神戸小学校区の放課後子ども教室「下宮ばら教
室」で、しめ縄作り体験が行われました。
　しめ縄に必要な稲わらは、下宮区の地域の方が
稲を刈るところから稲わらになるまで準備し、児
童が作業しやすいように縄の状態にしてください
ました。
　児童たちは、地域の方に教えてもらいながら神
棚用や玄関用のしめ縄を作り、昔からお正月に欠
かせないしめ縄作りを体験する貴重な機会となり
ました。参加した児童は「縄が硬くて、わらを入
れるのが難しかった」「家の玄関や神棚に飾りた
いな」と話していました。


